
令
和
５
年
度
第
２
回
鶴

岡
市
障
害
者
施
策
推
進
協

議
会
（
会
長
・
後
藤
重
好

恵
泉
会
理
事
長
）
が
１
月

日
、
開
か
れ
ま
し
た
。

31
次
期
障
害
者
保
健
福
祉

計
画
（
案
）（
Ｒ
６
～

）
11

で
は
、
令
和

年
の
成
果

11

目
標
の
う
ち
、
医
療
的
ケ

ア
児
の
受
け
入
れ
対
応
可

能
な
事
業
者
数
は
、
５
事

業
所
か
ら
「
通
所
・
訪
問

入
浴
」
６
事
業
所
、
「
シ

ョ
ー
ト
系
」１
事
業
所
に
、

地
域
生
活
支
援
拠
点
に

お
け
る
緊
急
時
の
受
け
入

れ
登
録
事
業
所
数
は
、
６

事
業
所
か
ら

事
業
所

12

に
、就

労
移
行
支
援
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
数
は
、

人
か

24

ら

人
へ
、

30市
内
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
総
定
員
数
は
、
２
３
８

人
か
ら
２
４
７
人
と
す
る

等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

次
期
障
害
福
祉
計
画

（
Ｒ
６
～
８
）
で
は
、
令

和
８
年
度
ま
で
の
目
標

を
、
福
祉
施
設
入
所
者
の

地
域
生
活
へ
の
移
行
は
、

４
年
度
２
１
８
人
か
ら
２

０
７
人
へ
、
う
ち
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
等
へ
の
移
行
者

数
７
人
、

福
祉
施
設
か
ら
の
一
般

就
労
へ
の
移
行
は
３
年
度

人
か
ら

人
へ
、
就
労

11

14

継
続
支
援
Ａ
型
・
Ｂ
型
か

ら
の
移
行
は
、
同
９
人
か

ら

人
へ
、
就
労
定
着
支

12
援
の
利
用
者
数
は
、
同
10

人
か
ら

人
へ
、

14

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

訪
問
系
・
日
中
活
動
系
・

就
労
系
・
居
住
系
・
相
談

支
援
・
障
害
児
通
所
サ
ー

ビ
ス
等
は
、
増
加
を
見
込

み
、
一
部
介
護
保
険
へ
の

移
行
を
理
由
に
、
同
量
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

利
用
者
負
担
に
つ
い
て

は
同
額
の
提
示
が
あ
り
ま

し
た
。

「
人
材
確
保
に
向
け
養

成
を
」
な
ど
の
意
見

前
回
出
さ
れ
た
意
見
の

対
応
と
し
て
、
未
実
施
事

業
を
追
記
し
、

行
動
上
著
し
い
困
難
が

あ
る
人
の
行
動
援
護
と
、

重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

は
未
実
施
事
業
で
、
要
件

を
満
た
す
職
員
の
養
成

や
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
組

み
合
わ
せ
等
が
課
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

委
員
か
ら
は
「
障
害
福

祉
の
計
画
に
沿
っ
た
進
捗

状
況
の
確
認
を
、
外
部
に

依
頼
す
る
べ
き
」、

「
強
度
行
動
障
害
者
等

に
対
す
る
支
援
を
追
加
し

て
い
る
が
、
人
材
確
保
に

向
け
養
成
を
進
め
る
方
向

に
動
い
て
欲
し
い
」、

「
発
達
障
害
児
は
、
早
期

発
見
・
早
期
療
育
に
よ
り

社
会
参
加
が
で
き
や
す
く

な
る
た
め
、
強
化
が
必
要

で
あ
る
」、

「
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
機
能
の
強
化
で
は
な

く
、
相
談
・
療
育
・
通
所

・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
一
体

的
に
行
う
セ
ン
タ
ー
が
重

要
で
あ
る
」
等
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

坂
本
昌
栄
議
員
が
傍
聴

し
ま
し
た
。
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を
図
る
事
、
県
が
段
ボ
ー
ル
工
業
会
等

と
協
定
を
締
結
し
て
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
確
保
を
図
る
事
等
を
提
案
。

防
災
く
ら
し
安
心
部
長
は
、
避
難
所

の
生
活
の
質
の
確
保
が
課
題
と
い
う
認

識
を
示
し
、「
質
の
向
上
に
努
め
る
」、

「
協
定
締
結
に
向
け
た
検
討･･

を
進
め

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
協
定
は
そ
の

年
の
内
に
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
地
震
で
、
避
難
所
整
備
が
依

然
と
し
て
立
ち
後
れ
て
い
る
こ
と
が
浮

き
彫
り
に
な
り
、
自
治
体
任
せ
に
し
て

い
る
政
府
の
責
任
は
重
大
で
す
。

軍
事
費
よ
り
防
災
予
算
確
保
を
！

▽
１
月

日
、
県
は
３
月

日
を
「
県

31

11

民
防
災
デ
ー
」
に
定
め
、
県
民
の
意
識

向
上
、
避
難
や
備
蓄
な
ど
の
行
動
を
広

げ
る
契
機
に
し
た
い
旨
発
表
し
ま
し

た
。
私
も
、
防
災
対
策
の
総
合
的
前
進

を
改
め
て
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

県
議

関

徹

▽
能
登
半
島
地

震
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
復
旧
や
仮

設
住
宅
建
設
が

相
当
期
間
を
要

す
る
事
が
見
込
ま
れ
、
避
難
所
や
自
宅

で
避
難
生
活
を
送
る
方
を
始
め
と
し

て
、
健
康
維
持
・
確
保
と
「
災
害
関
連

死
」
の
防
止
は
大
き
な
課
題
で
す
。

▽
１
月

日
の
本
欄
で
触
れ
ま
し
た

14

が
、
私
は
２
０
１
９
年
９
月
議
会
で
、

災
害
時
に
「
関
連
死
」
が
増
加
し
、
避

難
所
の
あ
り
方
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
事
を
示
し
、
避
難
所
・
避
難
生

活
学
会
の
緊
急
提
言
を
紹
介
し
て
「
Ｔ

Ｋ
Ｂ
」
の
確
保
（
Ｔ
＝
快
適
で
十
分
な

数
の
ト
イ
レ
、
Ｋ
＝
温
か
い
食
事
、
Ｂ

＝
簡
易
ベ
ッ
ド
）
の
必
要
性
を
指
摘
し

ま
し
た
。

避
難
所
整
備
は
市
町
村
の
役
割
で
す

が
、
県
と
し
て
状
況
把
握
・
情
報
提
供

市議会３月定例会日程（予定）
※開会時刻は10：00です。

２月27日（火）本会議（開会、提案説明、

総括質問

28日（水）予算特別委員会

29日（木）本会議（一般質問）

共産党市議団11:30予定）
３月１日（金）本会議（一般質問）

４日（月）本会議（一般質問）

５日（火）本会議・予算特別委員会

６日（水）常任委員会（総務）

７日（木）常任委員会（市民文教）
８日（金）常任委員会（厚生）

１１日（月）常任委員会（産業建設）

１９日（火）予算特別委員会

２１日（木）本会議（閉会）

※請願の締め切りは、２月19日（月） 13時

村
上
市
議
会
と
鶴
岡
市

議
会
の
両
高
速
交
通
対
策

特
別
委
員
会
主
催
の
合
同

研
修
会
が
２
日
、
鼠
ヶ
関

公
民
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。日

本
海
沿
岸
東
北
自
動

車
道
（
日
沿
道
）
の
工
事

の
進
捗
状
況
な
ど
、
国
土

交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

と
、
東
北
地
方
整
備
局
の

担
当
課
長
が
説
明
し
ま
し

た
。山

形
・
秋
田
県
境
区
間

は
、
現
在
開
通
の
遊
佐
比

子
か
ら
先
の
遊
佐
鳥
海
区

間
が
、
３
月

日
開
通
し

23

ま
す
。（
２
面
に
つ
づ
く
）



市
で
は
、
高
齢
者
の
福

祉
避
難
所
を

ヶ
所
指
定

23

し
、
社
会
福
祉
法
人
等
と

の
協
定
を
結
ん
で
い
る
、

今
回
の
能
登
半
島
地
震

で
、
本
市
の
沿
岸
地
域
で

自
宅
介
護
を
受
け
て
い
る

人
が
、
協
定
を
結
ん
で
初

め
て
、
二
次
避
難
所
か
ら

福
祉
避
難
所
に
避
難
し

た
、個

別
避
難
計
画
の
災
害

時
要
支
援
者
の
対
象
者

第
３
回
鶴
岡
市
介
護
保

険
事
業
計
画
等
策
定
懇
話

会
（
会
長
・
福
原
晶
子
鶴

岡
地
区
医
師
会
会
長
）
が

１
日
に
開
か
れ
、
第
９
期

介
護
保
険
事
業
の
３
年
間

（
Ｒ
６
～
８
）
の
計
画
案

等
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
た
避
難
体

制
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら

は
福
祉
避
難
所
や
、
特
別

な
配
慮
な
ど
の
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

は
、

歳
以
上
の
単
身
や
、

75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
、

75要
介
護
認
定
３
～
５
、
精

神
障
害
者
１
級
、
身
体
障

害
者
１
、
２
級
な
ど
の
人

で
、
計
画
策
定
は
約
４
０

０
人
で
あ
る
旨
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
高
齢
者

の
移
動
・
移
送
の
支
援
体

制
や
、
高
齢
者
福
祉
の
支

援
案
内
に
つ
い
て
も
、
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
料
基
準
額
は
６
５

８
０
円
に
据
え
置
き

訪
問
介
護
や
通
所
介
護

に
つ
い
て
は
、
居
住
系
サ

ー
ビ
ス
が
充
実
し
、
一
定

数
の
利
用
者
が
減
少
す
る

な
ど
の
見
込
み
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

第
１
号
被
保
険
者
（
65

歳
以
上
）
の
保
険

料
基
準
額
は
、
第

８
期
と
同
じ
月
額

６
５
８
０
円
（
年

額
７
万
８
９
６
０

円
）
と
す
る
こ
と
、

段
階
別
保
険
料

は
、
こ
れ
ま
で
の

段
階
か
ら
、
国

12が
示
し
た

段
階

13

に
合
わ
せ
る
こ
と

で
、

・
７
％
の

63

人
が
負
担
軽
減
に

な
る
と
し
、
意
見

質
疑
な
く
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
そ

の
他
、
地
域
に
お

け
る
民
生
委
員
の

担
い
手
不
足
や
、

一
人
暮
ら
し
高
齢

者
へ
の
訪
問
活
動

の
在
り
方
に
つ
い

て
、
課
題
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
策
定

懇
話
会
を
踏
ま
え
、

計
画
案
を
作
成
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
で
市
民
か
ら

の
意
見
を
、
２
月

日
～
３
月
６
日

15の
間
で
募
集
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

難
聴
へ
の
対
処
な
し

日
本
共
産
党
市
議
団
は

こ
の
間
、
介
護
の
人
材
不

足
や
、
加
齢
性
難
聴
へ
の

対
応
、
県
内
の
市
で
一
番

高
い
介
護
保
険
料
の
負
担

軽
減
を
求
め
て
き
ま
し

た
。今

回
の
計
画
に
は
、
聴

こ
え
の
課
題
に
具
体
的
な

対
処
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
は
、
積
み
上
が
っ

て
き
た
基
金

億
５
４
０

15

０
万
円
に
は
手
を
付
け

ず
、
次
期
へ
の
繰
越
金
約

９
億
円
か
ら
６
・
５
億
円

を
充
て
る
と
し
て
お
り
、

段
階
別
保
険
料
の
算
定

で
、
低
所
得
者
層
（
第
１

段
階
）
で
は
月
額
約
１
０

０
円
、
中
間
層
（
第
７
段

階
）
で
は
同
約
２
９
６
０

円
の
負
担
軽
減
と
な
る
一

方
で
、
高
所
得
者
層
（
第

段
階
）
で
は
同
３
２
９

13０
円
の
負
担
増
に
な
り
ま

す
（
表
）。

市
の
試
算
で
は
、
保
険

料
の
負
担
減
と
な
る
人
が

・
７
％
、
変
わ
ら
な
い

63人
が

・
３
％
、
負
担
増

33

に
な
る
人
が
３
・
０
％
と

し
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
で
年
金
が
実

質
減
り
、
保
険
料
負
担
の

軽
減
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

菅
井
巌
市
議
が
傍
聴
し

ま
し
た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

一
方
、
新
潟
・
山
形
県

境
区
間
は
、
ト
ン
ネ
ル
や

橋
梁
区
間
が
多
く
、
さ
ら

に
現
在
掘
削
中
の
鼠
ヶ
関

ト
ン
ネ
ル
は
、
脆
弱
な
地

層
と
、
鼠
ヶ
関
泥
岩
（
泥

が
堆
積
し
て
固
ま
っ
て
で

き
た
堆
積
岩
）
が
想
像
以

上
に
長
く
続
い
て
い
る
状

況
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
た
め
開
通
時
期
の

見
通
し
は
、
ま
だ
示
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

全
線
開
通
に
合
わ
せ
て

道
の
駅
の
整
備
が
行
わ

れ
、
朝
日
（
村
上
市
）
、

鼠
ヶ
関
、
鳥
海
（
遊
佐
町
）

が
、
令
和
９
年
度
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

長
谷
川
剛
委
員
が
参
加

し
ま
し
た
。


